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☞
設置目的や基本的機能を職
員・地域住民が理解している

☞
年度計画が明確であり、計
画に沿った事業運営がされ
ている

☞ 人員体制が適切である

☞
3職種が協働して「チーム」と
して活動している

☞
職員の教育・研修が行われ
ている

☞
個人情報を適切に取り扱っ
ている

☞
公正・中立な運営の確保に
努めている

☞
地域の社会資源や地域住民
の実態を把握・活用している

☞
地域住民からの相談に幅広
く適切に対応している

☞
地域におけるネットワークを
構築している

☞ 介護予防の普及啓発

☞
効果的な介護予防ケアマネ
ジメント実施の工夫をしてい
る

☞
自立後の支援が適切に行わ
れている

☞
高齢者虐待対応を適切に
行っている

☞
成年後見制度の活用を促進
している

☞
消費者被害の防止に対応し
ている

☞
包括的・継続的ケアマネジメ
ントを可能にする体制を構築
している

☞
地域における介護支援専門
員のネットワークを活用して
いる

　広く担当圏域の住民に
周知が行われている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

　広く担当圏域の住民に
周知が行われている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

　ベテランを中心に、丁
寧な対応をしている。更
なるレベルアップのため
に、経験で得た情報の
データ化、分析力の向
上、若手の育成、ベテラ
ン期のスキルアップ研
修などを目指して欲し
い。

　みま～も活動を通し、
地域特性を良く把握して
いる。
　問題点は確認し、次に
生かすことが出来てい
る。
　利用者・民生委員アン
ケートからも丁寧な対応
が伺える。

　地域包括支援センター
内でしっかりコミュニ
ケーションがとれてお
り、職種の役割も各自き
ちんと果たしている。ま
た、緊急時には、担当者
以外でも対応できるよう
に支援が必要な方の情
報共有がされている。

　チーム協働について、
良好な取組を実施して
いる。
　教育・研修について
は、特長のある取組を
実施している。

　人員体制について、現
在も欠員がある。
　夜間・休日など時間外
の対応方法について
は、利用者の負担となら
ない工夫があればなお
良い。
　教育・研修について
は、良好な取組を実施し
ている。
　個人情報の取扱いに
ついては、漏えい対策を
改善すること。

　人員体制について、良
好である。
　夜間・休日など時間外
の対応方法について
は、利用者の負担となら
ない工夫があればなお
良い。
　また、教育・研修で得
た知識・情報を地域包
括支援センターで共有
するために、研修報告
書の運用や伝達研修が
あればなお良い。
　個人情報の取扱いに
ついては、漏えい対策を
改善すること。

　H28年度より管轄が嶺
町地区のみとなり、地区
対応がしやすくなった。
ケース対応では積極的
に訪問を行い、困難
ケースにはチームで当
たる等、適切に対応して
いる。
　地域の会議には所長
が数多く出席しているの
で、今後は他の職員も
含め、包括嶺町として関
係を強化していって欲し
い。

　広く担当圏域の住民に
周知が行われている。
　利用者の自立に向け
た適切な介護予防ケア
マネジメントがなされて
いる。

　職員のアセスメント能
力の向上を目指して欲
しい。。
　職員間の連携や情報
交換を密にし、より主体
的な取組をされるよう希
望する。

　担当圏域の住民への
周知は限定されている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

　広く担当圏域の住民に
周知が行われている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

　地域のケアマネジャー
との密なネットワークを
背景に、虐待の早期発
見に努めている。虐待
通報を受けた際は速や
かに行政に連絡をし、一
つ一つの事例への対応
を確実に行い、定期的
にモニタリングを実施し
ている。

　地域のケアマネの質
向上のため、医療機関
とケアマネの連絡会や
研修、事例検討などに
熱心に取り組んでいる。
地域のケアマネと良く連
携が取れている。
　ケア会議の参加者を
広げる取り組みを期待
する。

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能について改めて職員
間で理解を深める取組
を進めること。
　年度計画の進捗管理
については、職員全員
で行うとなお良い。

Ⅰ-1　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機能、年
度計画

Ⅰ-2　組織の運営・人事

Ⅱ-1　総合相談支援業務

Ⅱ-2　介護予防ケアマネジメ
ント業務

Ⅱ-3　権利擁護業務

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能を理解し、年度計画
の策定・進捗管理も良
好である。

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能について、定期的に
振返りを行うなど、職員
の理解の徹底に向けた
取組があるとなお良い。
　年度計画の策定・進捗
管理については、良好
である。

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能について、定期的に
振返りを行うなど、職員
の理解の徹底に向けた
取組があるとなお良い。
　年度計画の策定・進捗
管理については、大変
良好な取組を実施して
いる。

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能について、職員が理
解するための特長のあ
る取組を実施している。
　年度計画の策定・進捗
管理についても職員全
員で関わり、センター全
体での意識付けするた
めの特長のある取組を
実施している。

　人員体制について、以
前長期間の欠員があっ
た。
　チーム協働、公正・中
立な運営の確保につい
ては、良好な取組を実
施している。
　研修で得た知識・情報
を地域包括支援セン
ターで共有するために、
研修報告書の運用や伝
達研修があればなお良
い。

　人員体制、チーム協
働、教育・研修、公正・
中立な運営の確保につ
いて、良好な取組を実
施している。
　夜間・休日など時間外
の対応方法について
は、利用者の負担となら
ない工夫があればなお
良い。

　チーム協働、教育・研
修、公正・中立な運営の
確保について、良好な
取組を実施している。
　人員体制については、
安心して産休・育休の取
得ができる体制が望ま
しい。
　夜間・休日など時間外
の対応方法について
は、利用者の負担となら
ない工夫があればなお
良い。

Ⅱ-4　包括的・継続的ケアマ
ネジメント支援業務

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能を理解し、年度計画
の策定・進捗管理も良
好である。

　人員体制、チーム協
働、教育・研修、公正・
中立な運営の確保につ
いて、良好な取組を実
施している。
　時間外の相談対応に
ついては、特長のある
取組を実施している。

　毎年、生きいきレポー
ト(個別訪問）の実施、情
報誌の発行を通して地
域住民とのかかわりが
持て、地域診断を行えて
いる。
　月一回、所内で援助
技術研修を行うなど、相
談対応のスキル向上に
全体で取り組んでいる。
ネットワーク構築につい
ても、バランスよく取り組
んでいる。

　広く担当圏域の住民に
周知が行われている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

　広く担当圏域の住民に
周知が行われている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

　広く担当圏域の住民に
周知が行われている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

　広く担当圏域の住民に
周知が行われている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

　チーム協働、教育・研
修、公正・中立な運営の
確保について、良好な
取組を実施している。
　個人情報の取扱いに
ついては、特長のある
取組を実施している。

　チーム協働、教育・研
修、公正・中立な運営の
確保について、良好な
取組を実施している。
　時間外の相談対応に
ついては特長のある取
組を実施している。

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能を理解し、年度計画
の策定・進捗管理も良
好である。

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能を理解し、年度計画
の策定・進捗管理も良
好である。

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能について改めて職員
間で理解を深める取組
を進めること。
　年度計画の進捗管理
について、職員全員で
行うとなお良い。

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能を理解し、年度計画
の策定・進捗管理も良
好である。

　人員体制、チーム協
働、教育・研修、公正・
中立な運営について、
良好な取組を実施して
いる。
　教育・研修について
は、特長のある取組を
実施している。

　ワンストップ対応に努
めている。新しい取り組
みにも積極的な姿勢が
見受けられる。
　事例のフォローや支援
終了の判断について計
画的かつ均一な対応が
できる体制作りを希望す
る。

　地域のイベントなどに
積極的に出向き、住民
や民生委員、自治会へ
の独自アンケート調査な
ど、地域住民の実態の
把握に努め良好なネット
ワーク構築に努めてい
る。
　地域住民からの相談
に丁寧に対応している。
積極的に訪問し、対象
者の実態把握に努めて
いる。

　社会資源等について、
直接出向き、話を聞くな
どして得た詳細な情報
をデータベースとしてま
とめている。
　地域との関係づくりを
積極的に行っており、幅
広い相談に対応できる
よう、チームワークよく、
ワンストップ対応に努め
ている。

虐待対応に関しては、
二職種訪問を行い、職
員全員で情報共有し検
討の上対応を行ってい
る。
地域の特性を捉え、消
費者被害の防止につい
て、警察との連携も積極
的に行い、普及啓発に
努めている。

　地域包括ケアの会を
開催するなど、積極的に
連携体制構築に取り組
んでいる。
　担当圏域のケアマネ
ジャーへの支援件数も
多く、状況把握ができて
いる。

　虐待通報があった際
は、速やかに報告があ
り、適切に対応してい
る。介護事業所や民生
委員などとも連携し支援
している。
　法人で法律講座を開
催するなど、成年後見
制度の普及に努めてい
る。

　地域包括ケアの会を
開催し、地域関係機関と
ケアマネの連携推進に
努めている。今後は個
別ケア会議を開催を希
望する。
　介護支援専門員から
の相談には適切に対応
し、支援している。

 　地域の行事に積極的
に参加し、地域住民の
ニーズや地域特性を把
握すると共に、関係機関
や地域住民との連携強
化に努めている。
 利用者の状況に応じ、
若年の方や、区外の方
の相談にも柔軟に対応
している。

　広く担当圏域の住民に
周知が行われている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

地域包括支援センター名

　虐待の早期発見につ
ながるよう、各協議会で
情報連絡がされている
ほか、みんなの介護保
険等の関係冊子の更新
に合わせて事業所を訪
問し、関係を密にしてい
る。また、少しでも虐待
が疑わしいケースは行
政に連絡するなど、早期
対応に努めている。

　センター内協議により
支援計画を作成する
等、概ね適切な対応が
できている。虐待判断や
モニタリングには、不十
分な点もあるためスキ
ルアップを期待する。
　今年度は消費者被害
の報告もあったが、連絡
会で情報共有し、関係
機関に繋ぐ等、適切に
対応している。

　職員が積極的に地域
や関係機関に出向き、
連携体制の構築に取り
組んでいる。
　定期的にケアマネ
ジャー事業所を訪問し、
良好な関係が作られて
いる。

　地域包括ケアの会や
各種連絡会の開催、居
宅支援事業所への訪問
等、関係機関との連携
構築に努めている。
また、個別ケア会議も開
催し、地域の課題抽出
にも取り組んでいる。

　居宅介護事業所に出
向くことでケアマネ
ジャーの状況も把握で
きている。

　虐待対応については、
より速やかな対応がで
きるよう改善を期待す
る。

　虐待対応については、
情報収集が適切に行わ
れており、区への報告も
速やかである。
　寄り添い支援する姿勢
での対応に優れている。

　虐待対応については、
情報収集とともにモニタ
リングもきちんとできて
いる。
　行政への疑問点や心
配点について確認、相
談も適切にできている。

　虐待対応については、
研修への積極的な参加
など職員の意識も高い。
情報の整理、対応も良
好である。

　虐待対応については、
前年度からの改善が見
られ、計画的に実施す
るためのリスト作りなど
良い取り組みができて
いる。

ケアマネジャーの状況を
把握し適切な支援がで
きるよう、工夫を期待す
る。

　
ケアマネジャーが気軽
に相談できる体制づくり
に向けて課題がある。
職員全員での取組を希
望する。

　日頃の職員個々の誠
意ある対応により、地域
や関係機関から信頼さ
れている。

　ケアマネジャーとよく連
携がとれている。関係者
会議の目的・内容が適
切で、進行管理もきちん
と出来ている。

　小規模のケアマネ
ジャー事業所に声をか
け、交流会や事例検討
会を行うなど、ケアマネ
ジャー同士のつながりに
配慮した企画を行ってい
る。

　虐待対応については、
計画的な対応・介入、定
期的なモニタリングがで
きている。

Ⅱ地域包括支援センターの業務

　人員体制、チーム協
働、教育・研修、公正・
中立な運営の確保につ
いて、良好な取組を実
施している。

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能を理解し、年度計画
の策定・進捗管理も良
好である。

Ⅰ地域包括支援センターの体制・組織運営

　独自のアンケートによ
り地域の実態を把握し
ている。
　利用者・民生委員から
高い評価を得ている。引
き続き丁寧な対応を期
待する。

　担当圏域の住民への
周知は限定されている。
　今後は、利用者の自
立に向けた介護予防ケ
アマネジメントが望まし
い。
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田園調布医師会 六郷東 六郷中 やぐち 西蒲田 蒲田 蒲田医師会 大森東 糀谷 羽田

☞
設置目的や基本的機能を職
員・地域住民が理解している

☞
年度計画が明確であり、計
画に沿った事業運営がされ
ている

☞ 人員体制が適切である

☞
3職種が協働して「チーム」と
して活動している

☞
職員の教育・研修が行われ
ている

☞
個人情報を適切に取り扱っ
ている

☞
公正・中立な運営の確保に
努めている

☞
地域の社会資源や地域住民
の実態を把握・活用している

☞
地域住民からの相談に幅広
く適切に対応している

☞
地域におけるネットワークを
構築している

☞ 介護予防の普及啓発

☞
効果的な介護予防ケアマネ
ジメント実施の工夫をしてい
る

☞
自立後の支援が適切に行わ
れている

☞
高齢者虐待対応を適切に
行っている

☞
成年後見制度の活用を促進
している

☞
消費者被害の防止に対応し
ている

☞
包括的・継続的ケアマネジメ
ントを可能にする体制を構築
している

☞
地域における介護支援専門
員のネットワークを活用して
いる

　サロン等に定期的に
訪問し、民生委員、医療
機関等の懇談会にも積
極的に参加する等ネット
ワークの構築に良好な
取組を実施している。
　住民対応において、地
域の訪問に力を入れ必
要なフォローができてい
る。

　地域支援活動を通じた
情報把握は十分行えて
おり、民生委員、地域住
民、医療機関、諸機関と
の連携もできている。
地域住民からの相談に
は丁寧に対応し、敏速
な訪問、面接を行ってい
る。
　医師会と言う特性を生
かし、医療機関との一層
の連携を期待する。

Ⅱ地域包括支援センターの業務

Ⅱ-1　総合相談支援業務

Ⅱ-2　介護予防ケアマネジメ
ント業務

Ⅱ-3　権利擁護業務

Ⅱ-4　包括的・継続的ケアマ
ネジメント支援業務

　地域の関係機関との
意見交換の場をつくり、
連携体制の構築につな
がる良好な取り組みを
実施している。ケアマネ
ジャーにも地域づくりを
意識啓発する良い機会
となっている。

地域のケアマネジャに
対する研修や懇談会
「ケアマネ村」を年４回開
催し、ケアマネジャーの
人材育成、ネットワーク
の強化につながる良好
な取組を実施している。

地域のケアマネジャー
懇談会を２か月に１度開
催し、相談・連携しやす
い環境づくりに努めてい
る。
　事例検討会を重ね、個
別地域ケア会議につな
げる等良好な取組を実
施している。

　困難ケースの担当者
会議を主催するなど、ケ
アマネジャーへの個別
支援を行っている。
　蒲田管内６包括と蒲田
地域福祉課共催のケア
マネージャー研修会を
実施している。

　地域住民の実態を把
握し地域の社会資源を
活用しながら、住民の
ニーズを捉えて対応して
いる。
　独自で地域の資源を
整理し活用している。

　糀谷福祉施設連絡会
を特別出張所と開催し、
地域の情報発信や各施
設連携の要として役割
を果たしている。
　今後、地域包括支援
センター内で情報を共
有したり、3職種で対応
方針や緊急性の見極め
をして、センターとして丁
寧な対応を希望する。

　地域住民の実態を把
握し社会資源を活用し
ながら、住民のニーズを
捉え、丁寧、的確に対応
できている。特定エリヤ
を決めて、包括支援セン
ター未把握の家庭へ積
極的に訪問している。早
期に相談できる体制づく
りに努めていることは特
長ある取組である。

　社会資源等の資料を、
相談者にすぐに案内で
きるよう適切に整理して
いる。
　東京都健康長寿医療
センターや区等と連携
し、高齢者向けの情報
サイト構築に良好な取
組を実施している。

　地域住民、社会福祉
協議会、警察、消防、行
政が参加する意見交換
会を主催し、住民の声を
聞き、地域特性の把握
や住民と関係機関の連
携強化に取り組んでい
る。
　二号被保険者の相談
にも積極的に対応して
いる。

　地域に積極的に出向
き、地域の社会資源を
集約し、お役立ちガイド
の作成を進める等良好
な取組を行っている。
　ケースの状況に応じて
定期的にフォローし、ケ
アマネージャー等と連絡
を密にし、支援のネット
ワーク構築に努めてい
る。

　訪問調査を実施し、地
域住民のニーズ把握に
積極的に取り組んでい
る。
　地域の社会資源を集
約し、お役立ちガイドの
作成を進める等、良好
な取組を行っている。
　区民対応においては、
訪問により実態把握し、
適切に対応している。

　お役立ちガイドの情報
更新・配布を行い、社会
資源の把握や情報提供
を行うとともに、地域関
係者との連携に有効な
取組を実施している。
　見守りキーホルダー登
録更新については、熱
心にＰＲを展開してい
る。

　地域の各関係機関と
の連携や、介護予防教
室、自主グループへの
働きかけから包括的・継
続的ケアマネジメントを
可能にする体制は構築
されている。

　地域福祉施設連絡会
開催、地域内認知症勉
強会、地域の各関係機
関との連携等ネットワー
クの構築は評価でき、
特長ある取組である。

　事例検討や民生委
員、医師会地域連携室
との懇談会の開催等、
包括的ケアマネジメント
を可能にする体制構築
ができている。

　運営法人において、う
めちゃん談話室の開催
（ケアマネジャー、事業
者との連携）等、地域の
関係機関とのネットワー
クの構築に積極的に取
り組んでいる。

　虐待対応において、リ
スクを考慮し、業務マ
ニュアルに沿った連携
支援ができている。
　成年後見制度の利用
支援については、東京
社会福祉士会、司法書
士会等の専門機関に繋
ぐ等、積極的に取り組ん
でいる。

　高齢者虐待の通報
時、速やかな報告がで
きており、また区との相
談も適切に行われてい
る。近隣情報収集や、関
係機関との連携、支援
も行えている。
　メーリングリストの活用
は独自の取り組みで、タ
イムリーに情報発信が
でき、また情報共有がで
き消費者被害防止等に
役立っている。

　担当圏域の住民に周
知は限定されている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

　広く担当圏域の住民に
周知が行われている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

　広く担当圏域の住民に
周知が行われている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

　広く担当圏域の住民に
周知が行われている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

　担当圏域の住民に周
知は限定されている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

　広く担当圏域の住民に
周知が行われている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

　地域包括支援センター
主催の介護支援専門員
懇談を実施し、困難事
例だけに留まらず、介護
支援専門員が気軽に相
談できる関係づくりに努
めている。

　年2回の包括ケアの会
開催、介護支援専門員
連絡会支援など取り組
んでいる。地域の事業
所や近隣とのネットワー
クが構築できている。
　区界の包括として、他
区への情報提供、共有
の対応を行っている。

　虐待対応や成年後見
制度利用に関して、今
後、常に3職種で情報共
有し検討の上、業務マ
ニュアルに沿った対応を
希望する。
　今後高齢者の増加に
伴い、認知症高齢者も
増加が見込まれ、早期
に後見制度等の利用を
勧め、高齢者の権利を
守るような取組を充実す
ること。

　虐待対応や成年後見
制度利用に関して、今
後、常に3職種で情報共
有し検討の上、業務マ
ニュアルに沿った早期
の対応を希望する。ま
た、虐待に関し、丁寧な
モニタリングを行うこと。
　今後高齢者の増加に
伴い、認知症高齢者も
増加が見込まれ、早期
に後見制度等の利用を
勧め、高齢者の権利を
守るような取組を充実す
ること。

　虐待対応に関して、3
職種で話し合い、早期に
的確に対応できている。
　困難、個別性の高い
事例対して、丁寧に粘り
強く対応している。また
モニタリングもできてい
る。

　虐待対応において、地
域住民や関係機関との
ネットワークを活かして
情報収集を積極的に行
い、定期的にモニタリン
グを行っている。
　成年後見制度の普及
促進の為のセミナー等
の取組があるとなお良
い。

　虐待対応において、記
録は職員全員で供覧
し、毎日のカンファレン
スで情報共有し、速や
かな報告ができている。
　成年後見制度の活用
が必要なケースには、
社会福祉協議会へ積極
的に相談をつなげてい
る。

　虐待対応において、地
域住民や関係機関との
ネットワークを生かして
情報収集し、夕礼、所内
会議の情報共有、区へ
の報告も適切に行って
いる。モニタリングも継
続的にできている。

　虐待対応において、３
職種で検討を行い、区
への適時な報告ができ
ている。
　消費者被害のケ－ス
について、関係機関と連
携しながら訪問し、被害
防止に必要な支援を
行った。

　虐待対応のアセスメン
トや緊急性の判断は、3
職種で情報共有し、業
務マニュアルに沿って支
援計画を立てること等に
より、全職員のケースの
対応をレベルアップでき
るような仕組みづくりの
検討があると良い。

　担当圏域の住民に周
知は限定されている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

　広く担当圏域の住民に
周知が行われている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

　広く担当圏域の住民に
周知が行われている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

　広く担当圏域の住民に
周知が行われている。
　今後は一層、利用者
の自立に向けた介護予
防ケアマネジメントが望
ましい。

Ⅰ-2　組織の運営・人事

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能について、定期的に
振返りを行うなど、職員
の理解の徹底に向けた
取組があるとなお良い。
　年度計画の策定・進捗
管理については、良好
である。

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能、年度計画の進捗管
理について、定期的に
振返りを行うなど、職員
の理解の徹底に向けた
取組があるとなお良い。

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能について定期的に振
返りを行うなど、職員の
理解の徹底に向けた取
組があるとなお良い。
　年度計画の策定・進捗
管理については、良好
である。

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能について、定期的に
振返りを行うなど、職員
の理解の徹底に向けた
取組があるとなお良い。
　年度計画の策定・進捗
管理については、良好
である。

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能を深く理解し、年度計
画の策定や進捗管理に
ついても大変良好な取
組を実施している。

　人員体制について、以
前長期間の欠員があっ
た。
　チーム協働、教育・研
修については、特長の
ある取組を実施してい
る。
　個人情報の取扱い、
公正・中立な運営の確
保については、良好な
取組を実施している。

　人員体制、チーム協
働、教育・研修、個人情
報の取扱い、公正・中立
な運営の確保につい
て、良好な取組を実施し
ている。
　書類の提出について
は、期限等に留意する
こと。

　チーム協働、個人情報
の取扱い、公正・中立な
運営の確保について、
良好な取組を実施して
いる。
　研修で得た知識・情報
を地域包括支援セン
ターで共有するために、
研修報告書の工夫や伝
達研修があるとなお良
い。

Ⅰ地域包括支援センターの体制・組織運営

　チーム協働、個人情報
の取扱い、教育・研修、
公正・中立な運営の確
保について、良好な取
組を実施している。
　書類の提出について
は、期限等に留意する
こと。

　チーム協働、教育・研
修、公正・中立な運営の
確保について、良好な
取組を実施している。
　時間外の対応方法、
及び個人情報の取扱い
については、特長のある
取組を実施している。

地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能を理解し、年度計画
の策定・進捗管理も良
好である。

　人員体制について、現
在長期間欠員がある。
　チーム協働、教育・研
修、公正・中立な運営の
確保については、良好
な取組を実施している。

地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能を理解し、年度計画
の策定・進捗管理も良
好である。

　人員体制、チーム協
働、教育・研修、個人情
報の取扱い、公正・中立
な運営の確保につい
て、良好な取組を実施し
ている。

Ⅰ-1　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機能、年
度計画

　チーム協働、教育・研
修、公正・中立な運営の
確保について、良好な
取組を実施している。
　夜間・休日など時間外
の対応方法について
は、利用者の負担となら
ない工夫があるとなお
良い。
　個人情報の保管方法
を改善されたい。

　チーム協働、公正・中
立な運営の確保につい
て、良好な取組を実施し
ている。
　研修で得た知識・情報
をセンターで共有するた
めに、研修報告書の運
用や伝達研修があると
なお良い。
　夜間・休日など時間外
の対応方法について
は、利用者の負担となら
ない工夫があるとなお
良い。

　チーム協働、教育・研
修、公正・中立な運営の
確保について、良好な
取組を実施している。
　書類の提出について
は、期限等に留意する
こと。

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能について、定期的に
振返りを行うなど、職員
の理解の徹底に向けた
取組があるとなお良い。
　年度計画の策定・進捗
管理については、良好
である。

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能について、定期的に
振返りを行うなど、職員
の理解の徹底に向けた
取組があるとなお良い。
　年度計画の策定・進捗
管理については、良好
である。

　地域包括支援センター
の設置目的・基本的機
能を理解し、年度計画
の策定や進捗管理につ
いて大変良好な取組を
実施している。
　また、出張相談は特長
ある取組である。
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